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☆ 本日、原告が舛添厚生労働大臣と面会します 
 

☆ 昨日（４日）全国から被爆者･原告が結集して 
「にんげんをかえせ・おりづるパレード」、 
「原告全員救済を求める総決起集会」が行われました。 

１４時３０分、「にんげんをかえせパレード」が行なわれ、被爆者らの長い列が

日比谷公園から国会議事堂へ向けて出発しました。 
１４時５５分過ぎ 衆参両議院議員面会所前において、党派を超えて、多くの

先生方に被爆者らの請願を受けていただきました。 
１６時「原告全員救済を求める総決起集会」に、自由民主党寺田稔衆院議員、

民主党髙木義明衆院議員、公明党谷合正明参院議員、共産党穀田恵二衆院議員、

社民党保坂展人衆院議員が、党を代表として御出席いただき、舛添厚労大臣、福

田総理と被爆者との面会実現を含め、集団訴訟の全面解決へお力を貸していただ

けると表明していただきました。川条志嘉先生（衆･自民）、松野信夫先生（参・民主）、

姫井由美子先生（参･民主）も御出席いただきました。 

☆ 被爆者、原告の座り込みが３日目を迎えました。 

 １昨日（３日）、冷たい雨が激しく降る中、被爆者・原告による座り込みが決行さ

れ、今朝、座り込み３日目を迎えました。今、このときにも被爆者らが日比谷公園で

座り込みを続けています。国会議員の先生方の激励をお待ちしております。 
 
☆ 一昨日（３日）原告団、弁護団と厚労省との第６回協議がおこなわ

れ、厚労省に対し、仙台、大阪両高裁判決を尊重し、上告を断念す
ること、舛添厚労大臣が被爆者と面会し、被爆者の声を直接聞いて
いただくよう要請しました。 

☆ 上告により、被爆者をさらに苦しめるのは許されません！！ 

～全面解決へ向けて引き続きご協力をお願いします！～ 


